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ずいぶん昔の出来事のように感じますが1997（平成9）年に河川法が改正され

ました。その前提として1995（平成7）年『今後の河川環境はいかにあるべきか』

を検討する河川審議会が、東京大学名誉教授の高橋裕先生を委員長に開催されま

した。その答申では、「生物が多様な生育環境」、「健全な水環境の確保」、「河川と

地域との再構築」が基本方針とされました。ここでの「河川環境のあり方」が1997

（平成 9）年の河川法改正の目玉となります。河川法改正第一条に河川法の目的

として『河川環境の整備と保全』が加えられ、河川整備計画作成においては、学

識経験者、首長の意見を加えると同時に、ようやく住民の意見を聞く仕組みが確

立されました。つまり、治水と水資源の開発に特化した従来の河川事業に、河川

環境、住民参加の道が開かれることになったのです。 

このような背景から、建設省中部

地方建設局天竜川上流工事事務所

（現国土交通省中部地方整備局天

竜川上流河川事務所）では、天竜川

河川整備計画策定前段階での住民

の意見聴取と合意形成を目的に、天

竜川上流域の住民に「天竜川の夢・

未来をつくりませんか？」と呼びか

けました。当時、その呼びかけに答

えて参加したメンバーで構成され

た団体が『天竜川ゆめ会議』でした。 

行政側としては1年程度で住民の

合意形成が実現し、住民の目指す天

竜川の姿である「天竜川みらい計画」

がまとまるものと考えていたのか

もしれません。意に反して、2000（平

成12）年9月に第1回目の会議を開

始した天竜川ゆめ会議は、最終的に「天竜川みらい計画」をまとめ上げるまで12

回の会議を開催し、2002（平成14）年3月まで1年半の時間を要しました。最終

１. はじめに 

メンバー募集チラシ 
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会議の開催と同時に、行政の呼びかけで任命された天竜川ゆめ会議の会員はその

任を解かれました。その後、自然発生的に元会員の中から自分たちのまとめた「天

竜川みらい計画」の実現に向けて行動を起こすべきだとの声が上がり、有志によ

って 2002（平成 14）年 7 月に市民団体天竜川ゆめ会議が立ち上げられました。

市民団体として活動する中で、さらに活発な活動をするために2006（平成18）年

7 月には特定非営利活動法人の認証を受け、熱い思いを持つ会員と活動を共にし

てきました。そして、2026（令和 8）年 7月で特定非営利活動法人として活動を

始めてから20年を迎えます。 

自分たちの地域の宝物である“天竜川”を守り育むために活動している団体は

天竜川水系には数多く存在しますが、本稿では天竜川上流部で活動する『天竜川

ゆめ会議』の取組みの一部をご紹介します。 

 

 

 

 

  

H16 座談会の様子 
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前述のとおり、国土交通省、長野県の呼びかけに応募した天竜川に特別な思い

のある住民で組織された『天竜川ゆめ会議』のメンバーは96名となりました。募

集範囲は諏訪湖のある岡谷市から長野県境の天龍村まで当時の37市町村でした。

2000（平成12）年9月に第1回目の会議がもたれてから、ほぼ2か月に1回のペ

ースで“住民の望む天竜川の将来像を模索する会議”が開催されました。時には

行政に対する批判も噴出しましたが、ゆめ会議会員たちは自分たちの思い描く30

年後の天竜川の姿を熱く語り、2002（平成 14）年3月第 12回目の会議で会員の

総意として『天竜川みらい計画』最終案がまとめられました。この『天竜川みら

い計画』は、天竜川上流域に全戸配布されました。 

 

天竜川上流部と主な支川のみらい像をまとめた「天竜川みらい方針」 

※天竜川みらい計画より抜粋 

【流域住民の意識】 

1. ゆめと愛と責任を持った人の暮らす天竜川 

・天竜川への思いや、ゆめをいつも持ち続ける 

・天竜川を愛する心を育む 

・責任ある行動で天竜川を守る 

・川の恵みに感謝し、後世に誇れる天竜川にする 

 

【環 境】 

1. 水質 

「泳げる川」・「飲める水」を目指し、四季を通して水清らかな天竜川 

2. 水量 

豊かな水をたたえる天竜川 

3. 動植物 

伊那谷らしい多様な動植物が共存する天竜川 

4. 景観 

豊かな自然を大切にし、伊那谷の特性を生かした景観を創出する天竜川 

 

２. 市民団体の成立 
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【利 用】 

1. 川の文化の継承と創造 

歴史や文化を育み、地域の個性を生かす天竜川 

2. 川の利用 

水に触れ、安らぎ、心いやされる天竜川 

3. 川と学習 

川に遊び、川に学び、川に誇りを持つ心を育てる天竜川 

4. 川の恵み 

川の恵みを活用できる天竜川 

 

【治 水】 

1. 川の怖さを知る・知らせる 

厳しさを知り、洪水とつきあう知恵を生かす天竜川 

2. 治水のあり方 

・流域全体で洪水に備える天竜川 

・環境・景観に配慮した天竜川 

・安全に土砂の流れる天竜川 

・知恵と工夫を生かして水害を防ぐ天竜川 

 

 

 
 

 まとめられた「天竜川みらい計画」 「天竜川みらい計画」 
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こうしてまとめられた『天竜川みらい計画』の完成をもって、「天竜川ゆめ会議」

のメンバーは2002（平成14）年3月24日に解任となりました。 

その後、当時の参加者の有志らによって『天竜川みらい計画』の実現のために、

市民団体として組織を再編し活動を再開しようとする動きが高まり、2002（平成

14）年7月7日設立総会が開催されました。このようにして『天竜川みらい計画』

という自分たちの行動規範を実現するために「市民団体天竜川ゆめ会議」の活動

がはじまりました。 

 

【市民団体天竜川ゆめ会議設立趣意書】 

 

  

古来より、天竜川とその流域住民とのかかわりは、人々の生活そのもので

した。すなわち、天竜川のもたらす豊かな恵みは、地域の共有財産であると

ともに、天竜川上流部である伊那谷の風土と文化の源泉でした。また、恵み

をもたらす一方、自然の驚異とも化す天竜川を、人々は、治め、利用するた

めの働きかけを営々と続けてきました。 

そして今日、それぞれの時代の都合に応じて手を加えられた天竜川を見つ

めなおし、天竜川がもつ多様な価値を育んでゆくため、私達流域住民の思い

や願いを“川づくり”に反映させることが大切になっています。 

従来から行われてきた、治水・利水のみではなく、私達の総意である「天

竜川みらい計画」にそって、河川水質の改善、生物の生息・生育環境の保全、

親水性の向上、歴史文化の継承等、快適な河川環境の形成を目指し、本川と

支川を含めた天竜川流域を新たに創造し、次世代にゆめと誇りをもって引き

継ぐため、ここに「市民団体天竜川ゆめ会議」を設立します。 

平成14年7月7日 
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『天竜川みらい計画』の実現のためにと大きな目標を掲げて市民団体を設立し

たものの、市民活動を経験した会員も無く、どのようなアプローチで活動を展開

していったらいいのか暗中模索の状態でした。運営会議と称して月に１回の運営

会議は行いますが、これといった一歩が踏み出せない状態が続きました。そんな

時、会員から「私たちの総意である『天竜川みらい計画』は、行政の施策にどの

ように取り込まれているのだろう。」といった疑問が投げかけられました。それを

きっかけに、「天竜川河川整備計

画の策定前の住民の合意形成を

目指した「天竜川ゆめ会議」だっ

たのなら、河川整備計画策定まで

『天竜川みらい計画』の見直し作

業や検証をしよう」といった意見

が自然発生的に噴出してきまし

た。 

 

 

■ 座談会 

早速、国土交通省や長野県の関係機関に呼びかけ、天竜川みらい計画の策定後

の川づくりがどのように変わっていくのかを議論する座談会を開催することと

なりました。タイトルは、「天竜川みらい計画のその後の座談会」。国土交通省や

長野県の職員と市民団体天竜川ゆめ会議の会員で合同の実行委員会を編成し、会

場や当日の運営までを手配しました。広く多くの住民に参加して頂くために、私

たち市民団体からの呼びかけも行いましたが、行政側からも各地区に参加呼びか

けが行われました。また、多くの住民が自分の考えを率直に発言できるようルー

ルを作ることも忘れませんでした。 

  

 

 

 

３. 市民と行政との協働 

大人に交じって意見を述べる子供たち 



7 
 

【座談会でのルール】 

 ・天竜川みらい計画を尊重し､意見交換を行うこと｡ 

 ・それぞれの意志を尊重し、発言に対して否定することはしない。 

 ・全員が平等の立場にあり、自由な発言を行う。 

 ・私利私欲のための発言は､行わない。 

 

座談会では、『天竜川みらい計画』の4大項目である、「住民の意識」、「環境」、

「利用」、「治水」について分科会で議論し、その議論の内容を持ち帰って全体会

議でコメンテーターからのコメントを入れながら、会場全体でさらに議論を深め

る方法をとることにしました。分科会には住民と行政担当者が同様の立場で参加

し、それぞれの項目で現在の天竜川水系でなにが問題になっているのか、行政の

施策に『天竜川みらい計画』はどんな形で取り入れられているのかなどを議論し

ました。計画段階ではどのような議論が出来るか心配もありましたが、いざ始め

てみると予想以上の手ごたえがありました。川で人を見かけない、川離れが進ん

でいる、天竜川上下流の交流が必要だ、ブロック積み護岸では味気ない等、問題

点はハード面とソフト面両面であり、住民も行政担当者も視点は同じで共有でき

ていることも確認できました。 

 

座談会 実施状況 

回 年 月日 

1 2003 平成15年 2.28 

2 2004 平成16年 2.14 

3 2005 平成17年 2.20 

4 2006 平成18年 2.26 

5 2007 平成19年 2.25 

6 2008 平成20年 4.19 

7 2009 平成21年 4.18 

8 2010 平成22年 4.24 

 

 
案内チラシ 
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第4回：H18.2.26 

第7回：H21.4.18 

第8回：H22.4.24 

第4回：H18.2.26 

第3回：H17.2.20 

第8回：H22.4.24 
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■ 天竜川シンポジウム 

天竜川河川整備計画が策定されるまで続けられたこの企画は、現在では「天竜

川シンポジウム」と名称を変えて継続されています。ある年の議論の中で、コメ

ンテーターをお願いした当時長野県建設部河川課蓬田課長の「昨今の災害につい

て感じることがある。行政側が危険を告知して避難を呼びかけても避難してくれ

ない住民がいる。常日頃から自然の宝庫である“川”に行き、観察し、自分も自

然の一部であることを感じ災害時の“異常な川”をいち早く察知して避難行動に

つなげてほしい。人が自然に生かされていることを感じ感謝するためにも“川”

の存在は重要だ。」というご意見は心に沁みました。 

 

天竜川シンポジウム 実施状況 

年 月日 実施状況 

2014 平成26年 10.18 
～豊かな自然を大切にし、地域の特性を生かした景

観の創出～ 参加者115名 於：飯島町文化館 

2017 平成29年 10.14 

～河川法改正から20年 今の天竜川で問題になり

つつあることの検証～  

参加者54名 於：駒ヶ根駅前アルパ 

2018 平成30年 10.14 
～住民に川離れを解消し、“川に行くきっかけづく

り”の創出～ 参加者54名 於：駒ヶ根駅前アルパ 

2019 令和元年 10.26 
～私たちが望む天竜川の姿、目指したい天竜川の姿～ 

参加者80名 於：宮田村村民会館 

2020 令和2年 11.28 
～頻発する河川災害、天竜川の流域防災を考える～ 

参加者50名 於：駒ヶ根駅前アルパ 

2023 令和5年 12.2 
～頻発する河川災害、天竜川の流域防災を考える～ 

参加者50名 於：駒ヶ根駅前アルパ 

2024 令和6年 11.30 
～河川整備計画と流域防災を考える～ 

参加者45名 於：駒ヶ根駅前アルパ 

2025 令和7年 11.15 

“それぞれの立場での流域治水”～市街地・農地・

山林・流域全体で進める防災～ 

参加者40名 於：駒ケ根市赤穂公民館 
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H26.10.18 H26.10.18 

H30.10.14 

R2.11.28 

H30.10.14 

R2.11.28 
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天竜川流域には、川に係わる活動を続ける数多くの団体があります。それぞれ

の団体が天竜川や支川に思いを寄せながら活動を続けています。天竜川上流域で

はそれまで、川に係わる活動をしている団体が情報交換をする場がほとんどあり

ませんでした。すぐ近くで活動をしている二つの団体がそれぞれの活動内容を知

らない、立派な活動をしているにもかかわらず一般の人に知られていない等の話

を聞くこともありました。そこで、川に関係する様々な団体が一堂に集まり、自

分たちの活動内容を発表することによってその存在を広く知ってもらう企画を

天竜川水系は、長野県茅野市

の八ヶ岳連峰に位置する赤

岳（標高2,899m）を源とし、

諏訪盆地の水を一旦諏訪湖

に集めて釜口水門から発し、

途中、三峰川、小渋川等の支

川を合わせながら、西に中央

アルプス（木曽山脈）、東に南

アルプス（赤石山脈）に挟ま

れた伊那谷を経て中流域の

山岳地帯を流下し、さらに遠

州平野を南流し、遠州灘に注

ぐ、幹川流路延長213km、流

域面積5,090㎢、主な流域内

市町村 10市 12町 15村、流

域内人口約71万人（平成22

年）の一級河川である。 

（出典：天竜川水系の流域及

び河川の概要 国土交通省

水管理・国土保全局 R5.12） 

４. 天竜川の仲間たちとの交流 
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やってみようという声があがりました。また、同じような活動をしている団体同

士が知り合うことにより、有意義な情報交換が出来るとともに、より効果的な活

動を進められると考えました。いろいろな団体の活動を知ることにより、それぞ

れの団体に新たな交流が生まれ、新しい活動・連携に広がっていくことも期待で

きます。さらに、連携は上伊那・下伊那といった伊那谷地域の枠を超え、諏訪地

域や下流の県外へも広がっていくことまで期待できます。上下流の流域連携も

“ゆめ”ではありません。 

 

■ 天竜川流域の仲間たちのフォーラム 

「天竜川流域の仲間たちのフォーラム」は、天竜川上流域で川に係わる活動を

している市民団体、行政、学校等に参加を呼びかけ、前述のような内容で今後の

活動の連携ができるような場を作ることを目的として開催することとなりまし

た。 

フォーラムに参加する団体には3分の発表時間を提供し、会の活動内容を紹介

してもらいました。これにより参加者は、各団体の活動内容や活動範囲などを把

握できました。 

募集にあたっては川に関する市民団体、川に関する総合学習や研究をしている

学校・クラス等で、わかる範囲の仲間に参加を呼びかけました。また、その仲間

と交流のある仲間を紹介してもらい、出来るだけ多くの仲間にこのフォーラムの

開催が伝わるように工夫しました。新聞投げ込みや公共機関等にチラシ・ポスタ

ーを置いて、一般住民の方々もご来場いただいて“川”で活動する団体への理解

と協力をお願いしました。 

ＮＰＯ法人全国水環境交流会が主催して、全国各地で開催される「いい川・い

い川づくりワークショップ」の天竜川上流部予選選考会としての位置づけにもな

りました。ただし、本フォーラムでは各団体の活動に対して優劣や順位はつけず、

参加して頂いた団体に、「いい川・いい川づくりワークショップ」という全国大会

があることをお知らせすることとしました。 

 

 

天竜川流域の仲間たちのフォーラム 実施状況 
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年 月日 回 実施状況 

2003 平成15年 5.17 第1回 於：駒ヶ根市文化会館 

2004 平成16年 5.15  第2回 於：いなっせ 

2005 平成17年 5.14  第3回 
参加者80名 
於：飯田市公民館  

2006 平成18年 5.13  第4回 
参加者100名 
於：岡谷市カノラホール 

2007 平成19年 5.19  第5回 
発表者22団体 
於：駒ヶ根市文化会館  

2008 平成20年 6.7  第6回 
発表者21団体 
於：飯田市鼎公民館  

2009 平成21年 5.16  第7回 
発表者31団体 
於：岡谷市 長野県男女共同参画セ
ンター 

2010 平成22年 6.5  第8回 
発表者24団体 
於：駒ヶ根市文化会館  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案内チラシ 

 

 



14 
 

第3回（H17年）発表者一覧 

番
号 

発表タイトル 所属団体 
事務局所

在市町村 

1 湖浄連の活動について 諏訪湖浄化推進連絡協議会 下諏訪町 

2 その後の住民協議会 丸福久保田組 駒ヶ根市 

3 
流域住民のみなさんと意見交換 
天竜川シンポ 

国土交通省 天竜川上流河川事
務所 

駒ヶ根市 

4 カヌーを作って川で遊ぼう 伊那小学校５年智組その１ 伊那市 

5 天竜川へのゆめ 天竜川ゆめ会議 駒ヶ根市 

6 川会議の活動 川会議 松川町 

7 大平宿の水路を守ろう 
天竜川ゆめ会議 （自然の流れ
を愛する会） 

駒ヶ根市 

8 
養魚用水を利用したマイクロ水力
発電設備フィールドテスト事業  

ネクストエナジー・アンド・リ
ソース株式会社 

駒ヶ根市 

9 
美和ダム「地域に開かれたダム整
備計画」の認定について 

国土交通省 天竜川ダム統合管
理事務所 

中川村 

10 川調べと川づくり、川に親しむ 上伊那農業高校緑地班 南箕輪村 

11 
名勝天竜峡の景観変遷・天竜川水
位変化の考察 

天竜峡景勝の保全復元を願う会 飯田市 

12 
ふるさとの川の刻む、思い出作り
のお手伝い 

大協建設株式会社 大鹿村 

13 飯田市山本地区のゲンジボタル 
ＮＰＯ法人伊那谷環境再生研究
会 

飯田市 

14 
岡谷市でのアレチウリ駆除への取
り組み 

岡谷市 岡谷市 

15 土石流のつめあとを歩いて 伊那小学校5年智組その2 伊那市 

16 中田島砂丘を救え！ 浜松自然の会 浜松市 

17 
産廃処分場建設計画から省みた行
政と天竜川 

はなのき友の会 飯田市 

18 かわらんべの活動紹介 天竜川総合学習館かわらんべ 飯田市 

19 
谷川に蛍の棲める環境づくりにつ
いて 

谷川に蛍の棲める環境づくり 飯田市 

20 伝統漁法：やな漁 天竜リゾート（やな漁） 中川村 

21 
天竜川を愛する人をつなぐメール
マガジン テネット 

国土交通省 天竜川上流河川事
務所(tenet) 

駒ヶ根市 
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H19.5.19 

第5回フォーラム 

和田小学校の発表 

H21.5.16 

第7回フォーラム 

H20.6.7第6回フォーラム 

特別企画 

遠山川の歌 

「遠山川はみんなの宝物」

発表 
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市民団体立ち上げ当時、それまでは天竜川の河原ではあまり見かけず気にして

いなかった“帰化植物”が注目されるようになっていました。帰化植物とは、本

来我が国には生育していなかった植物で、人によって意識的又は無意識のうちに

持ち込まれ、野生の状態で生育するようになったものと定義されます。さらに、

この帰化植物は大昔にイネと共に南方から入って来たもの（タウコギやカヤツリ

グサなど）、稲作以降中国大陸を経由して入った作物に伴って侵入したもの（ミミ

ナグサやナズナなど）、明治以後の貿易に伴い輸入貨物に紛れ込んで入ったもの

（ヒメムカシヨモギやセイタカアワダチソウなど）に大別されます。 

天竜川流域に侵入してきた帰化植物への対応のあり方については、天竜川ゆめ

会議の内部でも『天竜川みらい計画』策定段階から多くの議論が交わされ、その

当時から会員の皆さんの帰化植物に対する意識の高さを伺い知ることができま

した。帰化植物すべてを否定すべきなのか、有害であるから駆除するべきなのか、

何をもって有害かそうでないかを決めるのか、それを判断する基準はあるのか、

また誰が判断基準を決めるのか、日本国内に毎日のように輸入される園芸品種の

植物達の扱いはどうするべきなのかなど、議論はつきませんでした。 

 

結局、私どもの行動規範である『天竜川みらい計画』策定の段階では結論を見

出すことはせずに、全 14 項目からなる天竜川のみらい計画の大項目中、環境の

項目2件を、以下の通りにまとめました。 

 

【環 境】 

3. 動植物 

伊那谷らしい多様な動植物が共存する天竜川 

4. 景観 

豊かな自然を大切にし、伊那谷の特性を生かした景観を創出する天竜川 

 

５. 天竜川の有害帰化植物対策 
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その後、“侵略植物”“有害植物”などという言葉と共に帰化植物の存在はクロ

ーズアップされ、市民団体天竜川ゆめ会議設立の翌年（2003(平成15)年度）に国

土交通省天竜川上流河川事務所によってまとめられた天竜川流域の帰化植物に

対する住民アンケートの結果から以下のような民意が抽出されました。 

 

■ 天竜川流域有害帰化植物駆除 大作戦 

これを受けて市民団体天竜川ゆめ会議では、帰化植物の議論が流域全体に広が

りをみせ、流域住民が自ら私達の天竜川流域のために行動を起こす機会として

2004（平成 16）年夏「天竜川流域有害帰化植物駆除 大作戦」を企画しました。

当時は天竜川流域に繁殖を拡大し始めた「アレチウリ」の他に「オオキンケイギ

ク」、「フサフジウツギ」等も対象とするのかについて議論はありましたが、特に

有害帰化植物の象徴として近年天竜川流域に猛威を振るっている「アレチウリ」

に限定して駆除することにしました。 

 

【想定した駆除方法】 

手で根から

抜き取る 

効果は確実。他の動植物への影響は少ない。発芽期が6月

～9月と長いため何回も実施する必要がある。 

草刈り機に

より刈取り 

刈取りによる効果は高い。ただし、他の植物も刈ってしま

う。根を抜かない限りツルの成長は続く。 

除草剤を用

いる 

葉に散布することにより根まで枯死させることは可能で効

果的な駆除が可能。ただし、環境への充分な配慮が必要。 

 

・帰化植物の認知度が低かったこと。また、流域住民が帰化植物に関する情

報を欲している。 

・帰化植物の駆除を含めた天竜川の河川環境を復元する施策に概ね賛同す

る。 

・帰化植物の駆除作業には回答者の半数の方が参加しても良いと回答し、そ

の頻度は年2回で1回あたり2時間程度なら参加してもという回答者が最

も多く、ボランティア意識の高さがうかがえた。 
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何通りかの駆除方法を検討しましたが、下流に与える影響を考慮すると「環境

系」の市民団体が除草剤を使用することへの抵抗と、在来種へのダメージを考慮

して“手で抜き取る”手法を選択しました。現在でもこの方法は引き継がれ、「ゆ

め会議のアレチウリ駆除は手抜き、その場に放置」が合言葉となっています。 

 

【アレチウリ駆除のポイント】 

 ・種を付ける前に抜き取る。 

 ・できるだけ小さいうちに抜き取る。 

 ・１年に数回抜き取る。 

 ・アレチウリが現れなくなるまで数年間続ける。 

 

  
 
 

開催当初の2003（平成15）年当時は、市民団体天竜川ゆめ会議の会員が地区毎

に実行委員会を組織し、各地区の会場を設定して手弁当で河道内のアレチウリ駆

除を開始しました。河川を散歩などで訪れる一般の方々から「何をしているんで

すか」と問いかけられて「アレチウリの駆除です」と答えると「アレチウリって

食べられるんですか」等と、あきれた答えが返って来たことを記憶しています。 

参加者募集チラシ 
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2006（平成18）年にアレチウリが特定外来種に指定されたことから行政も積極

的に協力して頂けるようになり、現在では「諏訪湖周辺」、「岡谷釜口水門」、「辰

野地区」、「南箕輪地区」、「伊那地区」、「宮田地区」、「駒ヶ根地区」、「中川地区」、

「松川高森地区」、「飯田地区」の会場で毎年駆除活動が展開され、それ以外の地

区でも企業や有志がアレチ

ウリの駆除を行うようにな

り市民団体の活動が流域全

体に広がりをみせています。 

また、天竜川のはじまりで

ある諏訪湖釜口水門で 2006

（平成18）年に開催したアレ

チウリ駆除に、近傍の岡谷市

立岡谷南部中学校の生徒会

役員が参加したことがきっ

かけで、翌年から地区協議会

である“岡谷南部中学校を

守る会”と“岡谷南部中生

徒会”から、「自主的に諏訪

湖周辺の地区に会場を設営

して駆除作業を行いたいの

で指導をお願いしたい」と申

し出があり、アレチウリ駆除

講座」を開催することで、「ゆ

め会議のアレチウリ駆除は

手抜き、その場に放置」の合

言葉の普及に繋がりました。 

この取り組みは雑誌「河川」2014-7 月号（公益社団法人 日本河川協会発行）

に、地域・市民との連携・協働活動として詳細を報告しました。 

  

親子でアレチウリの駆除活動をする参加者 

釜口水門周辺で生徒会が主体となり駆除活動 
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天竜川流域有害帰化植物駆除 大作戦 実施状況（1/2） 

年 月 実施状況 

2004 平成16年 8月 於：辰野町、駒ヶ根市、高森町、飯田市 

2005 平成17年 7月 
参加総数200名 於：岡谷市、辰野町、駒ヶ根市、
高森町、飯田市 

2006 平成18年 7月 
参加総数300名 於：岡谷市、辰野町、宮田村、駒
ヶ根市、中川村、高森町、飯田市 

2007 平成19年 7月 
参加総数270名 於：岡谷市、辰野町、南箕輪、宮
田村、駒ヶ根市、中川村、高森町、飯田市 

2008 平成20年 7月 
参加総数170名 於：岡谷市、辰野町、宮田村、駒
ヶ根市、中川村、高森町、飯田市  

2009 平成21年 7月 
参加総数500名 於：岡谷市、辰野町、南箕輪村、
宮田村、駒ヶ根市、中川村、高森町、飯田市 

2010 平成22年 7月 
参加総数800名 於：岡谷市、辰野町、南箕輪村、
宮田村、駒ヶ根市、中川村、高森町、飯田市 

2011 平成23年 7月 
参加総数800名 於：岡谷市、辰野町、南箕輪村、
宮田村、駒ヶ根市、中川村、高森町、飯田市 

2012 平成24年 7月 
参加総数800名 於：岡谷市、辰野町、南箕輪村、
宮田村、駒ヶ根市、中川村、高森町、飯田市 

2013 平成25年 7月 
参加総数800名 於：岡谷市、辰野町、南箕輪村、
宮田村、駒ヶ根市、中川村、高森町、飯田市 

2014 平成26年 7月 
参加総数400名 於：岡谷市、南箕輪村、宮田村、
駒ヶ根市、中川村、飯田市 

2015 平成27年 7月 
参加総数400名 於：岡谷市、南箕輪村、宮田村、
駒ヶ根市、中川村、飯田市 

2016 平成28年 7月 
参加総数400名 於：岡谷市、南箕輪村、宮田村、
駒ヶ根市、中川村、飯田市 

2017 平成29年 7月 
参加総数400名 於：岡谷市、南箕輪村、宮田村、
駒ヶ根市、中川村、飯田市 

2018 平成30年 7月 
参加総数400名 於：岡谷市2回、南箕輪村、宮田
村、駒ヶ根市、中川村 

2019 令和元年 7月 
参加者：400名超 於：岡谷市3回、南箕輪村、駒ヶ
根市、中川村5会場、飯田市 

2020 令和2年 7月 参加者40名 於：駒ヶ根市 
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天竜川流域有害帰化植物駆除 大作戦 実施状況（2/2） 

年 月 実施状況 

2021 令和3年 7月 参加者60名 於：駒ヶ根市 

2022 令和4年 7月 参加者50名 於：駒ヶ根市 

2023 令和5年 7月 参加者60名 於：駒ヶ根市 

2024 令和6年 7月 
参加総数400名 於：南箕輪村、宮田村、駒ヶ根
市、中川村、飯田市 

2025 令和7年 7月 
参加総数400名 於：南箕輪村、宮田村、駒ヶ根
市、中川村、飯田市 

※参加総数は概数 

 

 

初期の「根の太さコンテスト」 
（辰野会場） 

 

「将来の援軍養成」 

地元中学生の参加 （辰野会場） 

 

人海戦術が有効 （駒ヶ根会場） 
 

親子で参加 （駒ヶ根会場） 
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葛やカナムグラなども繁茂する箇所
でのアレチウリ駆除は容易ではない 

（高森会場） 

 

アレチウリの花と実 

 

（宮田会場） 

 

（駒ヶ根会場） 
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前述のアレチウリ駆除作業は毎年7月の各週土日に天竜川上流域各地で実施さ

れる恒例行事として定着しました。岡谷市から飯田市までの区間の各会場で真夏

の早朝、現在その繁殖力で川から山まで猛威を振るい大きな環境問題になってい

るアレチウリの駆除を、各地区の皆さん最大約800名のボランティアにより実施

しています。 

有害帰化植物を駆除して、在来植物を保護していくべきではないかといった議

論は、私たちが実現を目指す『天竜川みらい計画』策定の段階からありました。

アレチウリはどこから見ても有害であることから、即行動に移すことができまし

た。同様に天竜川河畔林の扱いも『天竜川みらい計画』策定段階から議論が繰り

返され、みらい方針の中では以下のようにまとめられました。 

 

【環 境】 

3. 動植物 

・伊那谷らしい多様な動植物が共存する天竜川 

→在来の動植物が、大切に守られている川 

4. 景観 

・豊かな自然を大切にし、伊那谷の特性を生かした景観を創出する天竜川 

→誰でも行きたくなるような川 

 

【治 水】 

2. 治水のあり方 

・環境・景観に配慮した天竜川 

→河道内の立木が適切に伐採除去された川 

 

 

 

 

 

 

６. 天竜川の景観回復 
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■ 天竜川の河畔を考える会 

「天竜川の河畔を考える会」は、中州にハリエンジュが繁殖し、わずか川幅200

ｍしかない天竜川の対岸が見えなくなっている駒ヶ根地区の皆さんに問題提起

をし、地域としてこれからどのような行動を起こすべきか、自分たちの問題とし

て議論を深めようと考えて開催したものです。防災という視点で考えれば河川管

理上、河積の減少による流下能力の低下や河道内の樹木が洪水に流され、橋にか

かって災害を助長するなどの可能性から、河道内樹木は伐採したいのは理解でき

ます。しかし、万が一河道内の樹木により川の恵みを受けている方がいるのであ

れば『天竜川みらい計画』みらい方針の中、以下の方針が達成されないことにな

ってしまいます。 
 

【利 用】 

4. 川の恵み 

・川の恵みを活用できる天竜川 

→地域の生業を支える天竜川 

 

河畔林の柳の木でカブトムシを取って川の恵みを感じている方もいるかもし

れません。魚を取りに来たときに河畔林の日陰で休む方もいるかもしれない。森

が減ってきて住処を失った鳥達が営巣するのも河畔林かもしれません。香りがい

い事から公園の植栽に使われ、治山工事で有効な効果を果たしてきたハリエンジ

ュ。その花の時期、ハリエンジュで蜜を取る養蜂家もいます。ハリエンジュはマ

メ科なので、空気中の有機窒素を

固定化し、空気浄化になっている

という報告もあります。道路整備

が進み、自動車が頻繁に往来する

昨今、小動物たちが安全に移動で

きるルートは河川内の河畔林と

も言われています。 

天竜川の河畔を考える会の議論の風景 
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天竜川上流河川事務所で

は堤防の除草は定期的に実

施しています。しかし、河川

内は実施していませんでし

た。2 回にわたる「天竜川の

河畔を考える会」の中で、

“地域住民”の川に対する

思いと、今後の行動の方向性

が抽出できたと思われます。

住民の総意として、「天竜川

の原風景とは現在そこに生活する人々が持っている白い礫河原が天竜川のイメ

ージであり、現状の河畔林はそのイメージとかけ離れている。」という集約がなさ

れ、さらに地域の河川環境はその地域が主体的に整備することも提案され、結果

行政と地域住民の協働という形で「河道内に繁茂したハリエンジュを市民団体と

地域が連携して伐採する」という行動に移される事となりました。 

ボランティアとして参加

して頂いた皆さんには環境

保全活動に対して、開催地

駒ヶ根市地域通貨である

「こまちゃんポイント」を

付加するなどの取組みも行

いました。また、伐採した

ハリエンジュはストーブの

薪として参加者がすべて持

ち帰ることとしたために河

道内は見事に清掃され、望んでいた河川景観を取り戻すこともできました。 

帰化植物駆除・在来植物保護について、天竜川の景観について、河畔林の役割、

防災など、いつも自分達が目にしている“天竜川の風景”を地元住民が中心にな

って真剣に議論し、行動を起こすことは我国の河川管理の方法、あるいは地域づ

くりのあり方にも一石を投じることになったと自負しています。 

早朝から集合した「川のきこり達」 

 

伐採木の軽トラックによる搬出 
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この企画を数年続ける中で、国土交通省天竜川上流河川事務所では「自然再生

事業」として工事発注をして河道内樹木の撤去を進めて頂けるようになり、企画

は終了しました。地域住民と市民団体の活動が行政を巻き込んで地域の河川環境

の回復のきっかけになった事例だと考えます。 

この取り組みは雑誌「河川」2013-9 月号（公益社団法人 日本河川協会発行）

に、戦略的河川維持管理として詳細を報告しました。 

 

 

 ボランティア募集のチラシ 
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河川内樹木伐採 実施状況 

年 月 実施状況 

2006 平成18年 3月 参加者  49名  於：駒ヶ根市下平  

2007 平成19年 2月 参加者  98名  於：駒ヶ根市下平 

2008 平成20年 2月 参加者  80名  於：駒ヶ根市下平  

2009 平成21年 2月 参加者 156名  於：駒ヶ根市下平  

2010 平成22年 2月 参加者 120名  於：駒ヶ根市下平  

2011 平成23年 2月 参加者 137名  於：駒ヶ根市下平  

2012 平成24年 2月 参加者 120名  於：駒ヶ根市下平  

2013 平成25年 2月 参加者  75名  於：駒ヶ根市下平  

2014 平成26年 2月 参加者 169名  於：駒ヶ根市下平  

2015 平成27年 2月 参加者 120名  於：駒ヶ根市下平  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H19.2.4 
伐採作業の様子 
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■ 小渋ダム水源地ツアー 

2006（平成 18）年、長野県から特定非営利活動法人の認証を頂き、『市民団体

天竜川ゆめ会議』から『特定非営利活動法人天竜川ゆめ会議』として登記を済ま

せて行政との関係はさらに良好になりました。思い返せば、この『小渋ダム水源

地ツアー』が法人格を取得して一番最初の行政との協働による企画でした。私た

ちは特定非営利活動法人として、より一層行政との連携を深め、地域に根ざした

活動を通して“川の楽しさ”また“川の怖さ”をアピールしてきました。 

 

【利 用】 

2. 川の利用 

水に触れ、安らぎ、心いやされる天竜川 

3. 川と学習 

川に遊び、川に学び、川に誇りを持つ心を育てる天竜川 

 

天竜川左支川小渋川にある小渋ダムを見学しその上流部源流を楽しむ企画を、

国土交通省天竜川ダム統合管理事務所、大鹿村役場、伊那谷自然友の会、飯田エ

コツーリズム研究会の皆様との協働で開催しました。華美に走らず手作り感覚で

実施し、参加者が「学び」と「遊び」が内包する発見や疑問に対して素直な驚き

や感動が持てることを主眼にツアーを実施しました。ダムの大切さを知り、治水

の最前線で働く人々に接し、さらにダム水源地域の大自然のすばらしさに感動し

ます。そして、市民と行政が、胸襟を開いて互いに信頼感を構築する礎のひとつ

になっているのではないかと実感しています。 

 

【小渋ダム水源地ツアー 開催状況】 

・第１回：2004（平成16）年 8月 参加者約25人 

・第2回：2005（平成17）年 8月 参加者約30人 

・第3回：2006（平成18）年 9月 参加者約40人 

・第4回：2007（平成19）年 9月 参加者約15人 

 

７. 天竜川の源流を楽しむ 
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第3回小渋ダム水源地ツアー実施要領 
～小渋川の源流を訪ねて～ 

目  的 
天竜川に注ぐ支川は、それぞれに顔が違い趣がある。下伊那に住まう人々にとって特
に自然の驚異であり、自然の宝庫とされてきた小渋川。私達の大切な宝物であるこの
すばらしい小渋川を皆で歩き、皆で語り、皆で感じましょう。 
  
開催日時 
 平成18年9月3日（日） 午前6:00 ～ 午後6:00頃 
   （雨天が懸念される場合は9月2日に羽場崎実行委員長の判断で延期する） 
実施内容 
源流ツアー ～小渋川の源流を訪ねて～ 

6:00 飯田班出発 
6:40  松川班・大鹿班・中川班出発 
7:00 小渋ダム駐車場集合・マイクロに乗換え 
8:00 湯折れ車止め到着・装備確認 
9:00 板屋沢出会い到着・源流散策 

○設営班 流木で炊事開始（トン汁用意） 
●小渋沢歩き 本流遡行・ブナの森古道・昼食 

12:30 板屋沢出会い出発 
14:00 小渋ダム到着 

●ダム内部探検隊 
15:30 小渋ダム出発・解散 

       ※本年は、ダム湖内に流木が多いためダム巡視体験は行なわない。 

小渋ダム水源地ツアー 募集チラシとルートマップ 
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集合場所の小渋ダムで記念撮影 

H18.9.3 

渡河しながら上流を目指す参加者 

H17.8.28 

 

H17.8.28 

 

H17.8.28 
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さらに、2007（平成19）年からは大鹿村役場の協力によりツアーの中に『大鹿

村の観光案内』の時間を設けました。これは、小渋ダム水源地域ビジョンの基本

理念である“南アルプスと天竜川に抱かれた小渋川水源地域の3町村のつながり

を強め、協働して地域活性化に取り組んでいます。”を実現するために、まず源

流地域である大鹿村を参加者に紹介し、水源地域である大鹿村に多くの人々が訪

れ、小渋川源流部のすばらしさを知ってもらう発想から生まれました。小渋川の

砂防工事のために現在は中止していますがこのような企画を通して、市民と行政

の相互理解がさらに深まることが期待されます。 

 

 

 

 

 

H17.8.28 

 

H17.8.28 

 

H17.8.28 

 

H17.8.28 
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■ 天竜川試験 

古来より、天竜川とその流域住民とのかかわりは、流域住民の生活そのもので

した。すなわち、天竜川のもたらす豊かな恵みは、地域の共有財産であるととも

に、伊那谷の風土と文化の源泉でした。また、恵みをもたらす一方、自然の脅威

とも化す天竜川を、人々は、治め、利用するための働きかけを営々と続けてきま

した。 

そして今日、それぞれの時代の都合に応じて手を加えられた天竜川を見つめな

おし、天竜川がもつ多様な価値を育んでゆくため、私達流域住民の思いや願いを

“川づくり”に反映させることが大切になってきています。自信を持って自分の

意見を発言するためには、天竜川に興味を持ち、天竜川をよく観察し、河川につ

いての知識を蓄える必要があると考えました。そこで、『天竜川試験』はそのよう

な観点のもとに、子どもから大人までが大切な宝物である「天竜川」について楽

しく学ぶきっかけとなることを目指したものです。 

また、本試験を通じてふるさ

との文化や歴史、さらにはそこ

に生息する生き物や植物の知識

を学ぶことにより豊かな心を育

み、21 世紀の“川づくり”や

“河川環境整備”に積極的に取

り組む人材育成に大きく寄与す

ると期待して実施しました。現

在では、その運営の難しさと資

金面から『天竜川試験』は休止

していますが、毎年開催する『諏

訪湖クリーン祭』の１つのブースとして「お試し試験」を実施しています。 

 

 

 

８. 天竜川を学ぶ 

難問に挑戦する参加者 
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【天竜川試験 開催状況】 

・第１回：2007（平成19）年 8月  受験者33人 

・第2回：2008（平成20）年 10月 受験者12人 

・第3回：2009（平成21）年 10月 受験者19人 

 

 

天竜川試験の案内チラシ 
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【試験内容】 

ａ）試験方法 4者択一問題 

ｂ）出題数 50問（試験開始より30分後から退出可） 

ｃ）出題区分 以下の区分ごとの出題と、区分をまたがった複合的な出題を行

う。 

①治水に関する問題 災害・防災などを10問出題 

②利水に関する問題 水を利用するための問題を10問出題 

③環境に関する問題 植物・動物を含めた環境の問題を10問出題 

④文化・歴史に関する問題 伊那谷の歴史・文化・風土からを10問出題 

⑤川とのかかわり 広く全国の人々がどのように川に関わっているかの問題を

10問出題 

 

【認定証】 

天竜川試験の総合正解数で「級」を授与する。 

“あなたはＮＰＯ法人天竜川ゆめ会議が主催した「第１回天竜川試験」におい

て○級の成績に達したことを証し、『天竜川○級』と称することを認める。” 

《認定基準》 

1級  総合正解数が  48～50問 

2級  総合正解数が  45～47問 

3級  総合正解数が  41～44問 

4級  総合正解数が  36～40問 

5級  総合正解数が  21～35問 

6級  総合正解数が   0～20問 

合格者には認定証を郵送にて授与する。受験番号及び認定番号は00〈年度〉 

0〈受験地〉0000〈受付番号〉に従う。 

【出題参考書】 

天竜川サイエンス（天竜川サイエンス編集委員会編）より７割を出題。その他は、

上伊那川たんけんブック・下伊那川たんけんブック（天竜川上流河川事務所 た

んけんブック編集委員会編）、天竜川カルトクイズ（天竜川ゆめ会議カルトクイズ

実行委員会編）より出題。 
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【例題】 

天竜川上流部の伊那谷では昔から、川の中の虫を「ザザムシ」といって食べて

いました。今もおみやげ店等で売られていますが、この「ザザムシ」は何とい

う虫の幼虫でしょう。 
 
①モンカワゲラ ②ヒラタカゲロウ ③ヒゲナガカワトビケラ ④ダビトサナエ 
 

【回答】正解 ③ヒゲナガカワトビケラ 

ヒゲナガカワトビケラはト

ビケラ目のヒゲナガカワトビ

ケラ科に属しています。トビケ

ラ目は世界各地に 1 万種類以

上が生息し、日本では約320種

類が記録されていますが、幼虫

と成虫が確認されている種類

は 80 種類ほどしかなく、研究

が進めば倍以上の種類が確認

されると考えられています。ほ

とんどのトビケラの仲間は細

かい砂礫や枯れ枝などを糸で

くっつけ円筒状の巣を作りま

すが、大きなヒゲナガカワトビ

ケラの幼虫は、大きな石に小石

を固めて巣を作ります。そこか

ら動くことはできないので、自

分がはきだした糸であみをは

り、流れてくるエサを引っかけて

つかまえています。イサゴムシ・ザザムシなどともいわれ、 伊那谷では、古くか

ら佃煮にして食べています。 

 

出典 天竜川サイエンスP.81 

下伊那川たんけんブックP.51より 

ザザムシの幼虫（上）、と成虫（下） 
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天竜川試験の問題の一部 

 

平成 21年度 天竜川の知識認定試験問題 
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天竜川試験 解説集の一部 

 

第 3 回 天竜川の知識認定試験解説集 
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天竜川試験の様子 
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■ 遠州灘アカウミガメ放流ツアー 

長野県は「海無し県」ですが、天竜川、木曽川、千曲川などの河川によって“海”

とつながっています。鉄道や高速道路網が整備され、川を使った通運は無くなり

ましたが、かつては川による上下流の交流は盛んでした。 

天竜川上流の子供たちが天竜川の河口を見学し、天竜川河口で今何が起こって

いるのかを見聞する「遠州灘アカウミガメ放流ツアー」を、上流部の天竜川上流

河川事務所、河口部の浜松河川国道事務所、静岡県磐田市の姉妹都市である長野

県伊那市・駒ヶ根市・喬木村のご協力を頂きながら毎年開催しています。 

天竜川上流部から貸し切

りバスに乗車した参加者は

磐田市の会場で、国土交通省

浜松河川国道職員や磐田市

職員の方々から天竜川水系

の地形の特徴や土砂運搬に

ついて説明を受けます。続い

て浜松市中田島砂丘でウミ

ガメ保護活動を行っている

ＮＰＯの皆さんからウミガ

メの生態や砂丘で何が起こっているかについて説明を受けて、天竜川河口や海岸

にどのような問題があるかを勉強します。その後、アカウミガメの赤ちゃんの放

流を行って帰路につきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

アカウミガメの赤ちゃんの放流の様子 

 

 

９. 天竜川上下流の連携 
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アカウミガメ放流ツアー 実施状況 

西暦 和暦 月 
参加
人数  

西暦 和暦 月 
参加
人数 

2005 平成17年 9月 45名  2015 平成27年 9月 45名  

2006 平成18年 9月 70名   2016 平成28年 9月 35名  

2007 平成19年 9月 92名  2017 平成29年 9月 32名  

2008 平成20年 9月 68名  2018 平成30年 9月 134名  

2009 平成21年 9月 80名   2019 令和元年 9月 ※ 

2010 平成22年 9月 30名   2022 令和4年 9月 24名 

2011 平成23年 9月 40名   2023 令和5年 9月 30名  

2012 平成24年 9月 60名   2024 令和6年 9月 42名  

2013 平成25年 9月 40名   2025 令和7年 9月 34名  

2014 平成26年 9月 65名      

 

※2019（令和元）年は「海と日本プロジェクト「天竜川調査隊」実施 アカウ

ミガメ放流・海の備え学習」を実施 

 

【アカウミガメ放流ツアーの概要】 

【目的】 

危険を顧みず、一心に海を目指す子ガメ。波に何度も何度も押し戻されながら

も、懸命に沖を目指して泳ごうとする子ガメを見ていると、いったい何がそうさ

せているのだろうと考えさせられます。彼らは、生まれた時から生き抜くために

は懸命でなければならないと知っているのです。懸命であるがゆえに、その光景

は私たちに感動を与えるのです。 

下流部の遠州灘で今、何が起こっているのか。産卵に来るアカウミガメのお母

さん達の危険、さらに産卵場所になっている砂浜の海岸侵食。小さな動物達の営

みに危険を与えてしまった人間の生活、ついには自分たち自身の生活圏を脅かす

こととなった海岸侵食の事実を見聞し、下流に暮らし活動を続けている人々との

交流を通して、天竜川上流部に住まうものの態度と行動を模索することを目的と

します。 
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【開催日時】 

 平成18年9月18日（月） 

 午前8:30～午後9:00頃 

 

【日程】 

8:30 岡谷IC 出発  

8:30  伊那小 乗車  

8:50  高遠小 伊那IC 乗車 

9:00  高遠小 小黒川PA 乗車 

9:15   駒ケ岳SA  乗車  

9:25  松川IC 乗車 

 自己紹介と本日の予定説明 

(1号車：福澤、2号車：北澤先生) 

10:30  恵那SAで休憩。1号車、2号車合流 

 車内でカルトクイズ実施 

12:00  浜松到着 昼食（各自お弁当を用意してください） 

13:00  中田島砂丘到着 

13:30  天竜川と海岸の勉強会 

15:00  中田島砂丘スキー体験 

16:00  アカウミガメ放流の説明 

17:00  アカウミガメの赤ちゃん放流 

18:00  遠州灘出発 

19:00  途中SAで夕食（各自）  

19:30  松川・駒ヶ根 随時解散 

20:30  岡谷解散 

 

 

 

 

 

 

アカウミガメ放流ツアーの案内チラシ 
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【天竜川の勉強会の内容】 
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バスの中でのカルトクイズ 

 

勉強会 

 
発表の様子 

 
発表の様子 

 
ワークショップの記録 

 
砂丘への移動 

 
アカウミガメの赤ちゃん 

 
アカウミガメの赤ちゃん 
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アカウミガメの赤ちゃん 

 

放流の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元気に帰ってきてね 

砂崖の体験 
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【参加者の感想】 

 ＜参加してよかった＞ 

アカウミガメのほう流をして、子ガメが海に向かっていくしゅん間が一歩一歩

ふんばっていておうえんしたくなりました。カメは、ゴミなどを食べてしまうの

で、ポイすてはよくないと思ったので、せっきょく的にゴミを見つけてすてたい

です。子ガメは、20年後大きくなってもどって来てほしいです。  

                       岡谷市湊小学校 3年生 

 

＜「何か」を感じてくれた＞ 

災害から守るためのダム。ダムによる環境への影響。私たちは日々生活する中

で、何をしていけばよいのかすぐ答えが出ず・・・大きな課題です。 

カメが海へ向かう姿を見送り、我が子の旅立ちのように感じ、いとおしく思い

ました。貴重な体験をさせていただきとてもよかったです。娘が環境について、

命について感想を書いていました。ほんの数分のカメとの関わりの中で「何か」

を感じてくれた事に意味が残りました。 

ありがとうございました。              保護者 岡谷市在住 

 

＜今日感じたこと＞ 

アカウミガメの放流から沢山のことが学べた。ウミガメが産卵する場所を作る

砂の話は、子供達には少しむずかしかった様だったけど、小さな命に触れて、「ゴ

ミを捨ててはダメなんだよ！」と子供が言ってくれた事はこの会に出席して本当

に良かったと思う。海のゴミを拾って帰る子供になってほしいと思った。海にウ

ミガメの赤ちゃんが向いて行くのを見て、本当にかわいく、元気に大きくなった

らまた日本の海に戻ってほしいです。          保護者 岡谷市在住 

 

＜すべてにとって良い環境を＞ 

アカウミガメの放流は、普段ではできない事なので、とても楽しみでした。実

際の子ガメは思ったより小さく、かわいかったです。小さいだけに、人の足跡程

度の砂の高さに苦労して海に向かう姿が印象的でした。また、海岸には思ったよ

りゴミが多く落ちていて、驚きました。人間が捨てたゴミや、足あとなどの人に

よってできてしまった悪い環境が、カメなどの動物達に影響を与えていることは
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残念だと思います。人間にとってだけの、よい環境だけを目指すのではなく、す

べてにとってのよい環境を考えていければいいなと思いました。ダムにたまった

砂も海岸に持っていけばいいなと思いました。とても楽しい１日でした。 

                          保護者 岡谷市在住 

 

＜命の大きさ大切さ感じた＞ 

はじめに、遠州灘の海岸の現在の様子について聞いて、佐久間ダムによって砂

が止められ、砂浜へ砂が流れて来なくて砂はまが小さくなってきている。という

話をきいて、私たちには関係ないと思っていましたが、ダムで止まっている。と

聞いてびっくりしました。 

カメの放流をしてみて…、小さなカメが手の中でいっしょうけんめい進もうと

しているところに命の大きさ、大切さを感じました。なかなか体験できないこと

をできてとてもいい思い出になりました。これからは砂はまがよくなっていくよ

うにできるだけのことをしたいと思いました。とても楽しかったです。 

                        岡谷田中小学校 6年生 

 

＜私たちの責任は重大＞ 

ＴＶなどで見たことはありましたが実際に子ガメに触れて、その生命力に驚く

と共に、人間がやるべきことはとても沢山あるのだなと感じました。ゴミ問題や

ダムなど、山に住むものとして責任をもって考えていかなければならないこと、

各地で協力していく必要があることが解りました。子供ともこれから考えていく、

話し合ってみる機会が作れたら良いと思います。20年後どのような環境になって

いるか、私達の責任は重大です。今日はとても良い機会を与えていただき、あり

がとうございました。                 保護者 岡谷市在住 

 

＜自分にできることから＞ 

今回参加するまでは天竜川河口の砂浜減少などについて考えた事がありませ

んでした。今回のツアーで上流に住んでいる自分達で考える事が沢山ある事に気

がつきました。海ガメの赤ちゃんはとても力づよく、そしてかわいかったです。

20年後に同じ砂丘へかえって来られるといいと思った。その時にちゃんと砂浜が

あって、ゴミがないように人間がきちんとしておく必要を感じました。自分が出



47 
 

来る事は少ないけれど、現状を知り、考えていく事をつづけたいと思いました。

ありがとうございました。              保護者 駒ヶ根市在住 

 

＜触れて学んだ環境問題＞ 

今年初めて参加しました。アカウミガメの生態を通して、天竜川流域の環境問

題について学ぶことが出来ました。子供（小学校４年生）には難しいところもあ

りましたが、「砂浜は何故なくなっちゃうの？」など、いろいろ質問してきました。

子供なりに理解して問題解決の糸口をさぐっているようでした。本等で読むより、

実際にアカウミガメの赤ちゃんに触れて、環境問題を学んだことは、とても良い

経験になったようです。ありがとうございました。     保護者 伊那市在住 

 

＜普段の行動を考え直す機会＞ 

以前、砂浜が段々少なくなっているという話を聞いたことがありました。しか

し、この天竜川の河口でも浸食がすすんでいるとは思いませんでした。その砂浜

の浸食のために、ウミガメの産卵の場所が制限され、人の手の保護なしでは、孵

化が難しくなっていることに改めておどろかされました。テレビで放映されたこ

とがあり、どこか遠くのことのように感じていたことに反省する思いです。子供

と散歩した時にゴミを見つけて拾うことがあっても、忙しいときなどは、ゴミが

あるとわかっていつつも、通り過ぎてしまうことがあり、それが今日話を聞いた

カメが食べてしまうことを考えると、考え直さなければいけないと思いました。

今日放流したカメが、ゴミを食べることなく、元気に海を旅し、遠州灘に帰って

来られる事を、また、帰る浜があることを祈りたいと思います。 

             保護者 箕輪町在住 

 

＜川と海はつながっている＞ 

私は、今日の「アカウミガメ放流ツアー」での子ガメの放流のとき、初めてカ

メを触りました。そして、そのカメを放す前にポリ袋を食べて死んでしまうとい

う話を聞きました。私が放した子ガメが、たった1つのポリ袋によって死んでし

まうのは、とても悲しいと思いました。そのポリ袋は、川から流れてきます。川

の上の方に住んでいる私達も、1 つでもポリ袋をすてないように、そして、あっ
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たら拾うようにしたいです。そして、改めて川と海がつながっていることを感じ

ました。私が放した子ガメが、無事20年後も生き続けていますように。 

                        箕輪中部小学校 6年 

 

＜親子で環境を考える機会＞ 

以前、ウミガメのお腹（胃）の中から人間が出したゴミが大量に出てきた。と

いう話を聞きました。実際に見てみると本当に自然界にはありえないものばかり

で、ショックを受けました。そのことが今回のツアーへの参加のきっかけとなっ

たと思います。地球上の生物にはすべて関わりを持ち、つながっている。その大

きなことがらを小さなウミガメの赤ちゃんの生命から子供達に感じてほしいと

思いました。天竜川を河口に向かって下り、海へつながるところを確認できたこ

とは、とても意味のあることだったと思います。上流から流れた岩石が砂となっ

て砂丘がつくられるという流れを感じることができました。遠州灘の海岸の浸食

の原因は、ダムによる土石のせき止めなど、やはり人間の手が加わったことも一

つとして挙げられるそうです。また逆に洪水のときなどは、上流から流れてきた

生活ゴミが海へ流れ込む、あるいは河口にたまるという現状があるようです。か

わいらしいウミガメの赤ちゃんを手にして、命を感じ、力強く海へ向かう姿に心

から声援を送ることで、地球に住む物として、自分達にできること、しなければ

ならないこと、それらを「考え」「話し合う」子供達になっていくのではないかと

思いました。バスの中でも楽しませていただき、ありがとうございました。親子

で環境を考える機会はとても大切だと思います。今後もこの企画がつながってい

くよう願っております。               保護者 駒ヶ根市在住 
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『天竜川みらい計画』では、“環境”の4項に景観“豊かな自然を大切にし、伊

那谷の特性を生かした景観を創出する天竜川”があげられており、以下の3項目

が天竜川みらい方針として提言されています。 
 

【環 境】 

4. 景観 

豊かな自然を大切にし、伊那谷の特性を生かした景観を創出する天竜川 

○アルプスや渓谷の美しさを大切にした景観の創出 

  ○四季おりおりの自然に誘われ、誰でも行きたくなるような川 

  ○自然回復力による景観の再生 

 

■ 私の大好きな水辺の風景写真コンテスト 

 

天竜川ゆめ会議では、多くの市

民が天竜川に興味を持ちカメラ

のレンズを通して天竜川流域の

すばらしい景観を再確認するた

め、「私の大好きな水辺の風景」を

テーマとした写真コンテストを

開催し、応募いただいた優秀な写

真はシンポジウムなどの開催に

合わせて、発表及び表彰式を実施

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

10. 天竜川の美しさを知る 

写真コンテスト募集チラシ 
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「私の大好きな水辺の風景写真コンテスト」表彰式開催状況 

 

 

【賞】 

  ☆グランプリ：1点 

  ☆準グランプリ：3点以内 

  ○入選：5点以内 

  ○佳作：5点以内 

 

 

 

 

【グランプリ受賞写真】 

R4年 グランプリ 

 

 

 

 

画題：あずみの湧水群 

撮影場所：安曇野市 

撮影者：菰田 俊夫 

 

 

 

月 実施場所 月 実施場所

2011 平成23年 5月 駒ヶ根市文化会館 2019 令和元年 10月 宮田村村民会館

2012 平成24年 5月 駒ヶ根市文化会館 2020 令和2年 11月 駒ヶ根駅前アルパ

2013 平成25年 8月 飯島町文化館 2021 令和3年 11月 宮田村村民会館

2014 平成26年 10月 飯島町文化館 2022 令和4年 11月 宮田村村民会館

伊那市・駒ヶ根市・飯島町・

中川村・宮田村にて巡回展示

2017 平成29年 10月 駒ヶ根駅前アルパ 2024 令和6年 11月 駒ヶ根駅前アルパ

2018 平成30年 10月 駒ヶ根駅前アルパ 2025 令和7年 11月 駒ヶ根市赤穂公民館

12月 駒ヶ根駅前アルパ

年 年

2015 平成27年 10月 2023 令和5年

R7写真コンテスト 表彰式 



51 
 

【グランプリ受賞写真】 

R5年 グランプリ 

 

 

 

画題：花桃咲く本谷川 

撮影場所： 

阿智村園原本谷堰堤にて 

撮影者：串原 幸延 

 

 

R6年 グランプリ 

 

 

 

 

画題：復興を願い 

撮影場所：天竜川時又港 

撮影者：熊崎 元子 

 

 

R7年 グランプリ 

 

 

画題：平岡ダム青色に染まる 

撮影場所： 

天龍村平岡ダムにて 

撮影者：串原 幸延 
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■ 忘れまじ三六災害 

2011（平成 23）年は、伊那谷に未曾有の大災害をもたらした 1961（昭和 36）

年 6 月梅雨前線豪雨から 50 年の節目にあたりました。これを契機として、災害

実態を検証し災害経験者の体験談等から地域住民への災害の記憶の伝承、防災の

あり方などを議論し情報を共有することを目的として当該イベントを実施しま

した。 

 

三六災害50年 

～忘れまじ三六災害～  天竜川ゆめ会議発足10周年プレイベント 

 

【日時・会場】 

日 時：2011（平成23）年5月21日（土） 

場 所：駒ケ根市文化会館  

 

11. その他の活動 

シンポジウムの案内チラシ 
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【プログラム概要】 

◇地域の防災力向上をめざして 

13:00 開会・趣旨説明 天竜川ゆめ会議 副代表理事 吉川 篤 

13:10 あいさつ 駒ヶ根市長 杉本 幸治 

13:10 基調講演 「生田中学校の様子」 北澤 秋司（信州大学名誉教授） 

13:50 体験発表 ～その時、人々は？～ 

    ①「長谷村の様子」中山 昌計 

（前長谷村副村長 伊那市長谷支所長 伊那市長谷在住） 

    ②「四徳の記憶」小松 谷雄 

（長野県退職校長会副会長・四徳人会 駒ヶ根市赤穂在住） 

    ③「大鹿村の被害」中川 豊（前大鹿村長 大鹿村大河原在住） 

14:35 天竜川流域の仲間達のフォーラム～災害に対する、それぞれの取り組み～ 

    ①駒ヶ根市 

    ②長野県建設部 

    ③天竜川ダム統合管理事務所 バイパストンネル 

    ④天竜川上流河川事務所 36災イベント紹介 

    ⑤ＮＰＯ法人天竜川ゆめ会議 

15:05 ＜休 憩 15分＞ 

15:20 「天竜川を語る会」パネルディスカッション 

  ～未曾有の災害から復活した伊那谷～ 

  ・コーディネーター：福澤 浩 (ＮＰＯ法人天竜川ゆめ会議 代表理事) 

  ・パネリスト：草野 慎一（国土交通省 天竜川上流河川事務所 所長） 

         細川 容宏（長野県建設部砂防課 課長補佐） 

         滝沢 稔 （駒ヶ根市消防団 団長） 

         馬場 浩之（川岸商会㈱ 代表取締役社長） 

          ①災害から学ぶこと 

          ②記憶を風化させないためには（災害経験の伝承） 

          ③防災に対する住民の意識（自助・共助の意識） 

          ④社会変化による災害の変化（人口推移、要援護者の推

移、過疎化、中山間の孤立） 

          ⑤災害発生時の対応（行政と住民・民間企業の連携の方法） 

          ⑥みらいへの警鐘（気候変動、頻発する集中豪雨） 

16:30 フォトコンテスト表彰式～わたしの大好きな水辺の風景写真コンテスト～ 

16:50 閉会の挨拶とお礼 天竜川ゆめ会議 代表理事 福澤 浩 

17:00 閉会 
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シンポジウムの様子 
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■ 天竜川ゆめ会議 設立 10 周年記念フォーラム 

2000（平成 12）年に結成された「天竜川ゆめ会議」は、『天竜川みらい計画』

の実現を目指して、2002（平成 14）年 7月から「市民団体天竜川ゆめ会議」に、

2006（平成18）年7月には長野県から特定非営利活動法人に認証され、さらに活

発な活動を展開してきました。 

天竜川ゆめ会議活動の 10 年間を振り返り、“住民と行政の協働による川づく

り”の検証、『天竜川みらい計画』の実現に向けて、今後取り組むべき事柄につい

ての議論、さらに、先進事例を参考に今後 10 年を見据えた「治水」「利水」「環

境」「住民の意識」のあり方について、それぞれの立場の方々が情報を共有するこ

とを目的としてフォーラムを実施しました。 

 

天竜川ゆめ会議 設立 10 周年記念フォーラム 

天竜川を自信と誇りを持って次世代に引き継ぐために 

【日時・会場】 

日 時：2012（平成24）年5月12日（土） 

場 所：駒ケ根市総合文化センター 

 

【プログラム概要】 ※敬称略 

13:00 開会・趣旨説明    吉川 篤  （NPO法人天竜川ゆめ会議） 

13:10 共催者代表あいさつ  駒ヶ根市長 杉本 幸治 

13:20 基調講演 想定を超える災害に対する多自然川づくり 

                足立 敏之 （国土交通省中部地方整備局） 

13:50 事例報告 ～“いい川”先進地からの報告～ 

①「全国の住民の取り組み」 山道  省三 （NPO法人 全国水環境交流会） 

②「東北の川づくり」    高橋 万里子（NPO法人 水環境ネット東北） 

③「多自然川づくりの普及」 岩崎 福久 （岐阜県県土整備部 河川課） 

14:50 天竜川ゆめ会議の報告  ～設立から10年、活動の軌跡～  

                橋爪 和也 （NPO法人天竜川ゆめ会議） 

15:00 ＜休 憩 15分＞  ゆめ会議10年の軌跡 ＤＶＤ上映 

 

 



56 
 

15:20 パネルディスカッション ～河川環境と地域防災の両立～ 

    ・コーディネーター 福澤 浩   (NPO法人天竜川ゆめ会議)  

    ・パネリスト    小池 剛  

（国土交通省水管理・国土保全局河川環境課）  

北村 勉   （長野県建設部）  

高橋 万里子（NPO法人 水環境ネット東北） 

滝沢 稔   (駒ヶ根市消防団）  

16:30 フォトコンテスト表彰式 

～わたしの大好きな水辺の風景写真コンテスト～  

16:50 総評 天竜川上流河川事務所 蒲原 潤一 

17:00 閉会 

 

  

 

 

 

 

 

フォーラムの案内チラシ 
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フォーラムの様子 
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2009（平成21）年7月に「天竜川河川整備計画」は策定されました。 

策定された「天竜川河川整備計画」には、 

■ 住民との協働による河川環境保全（住民の意識） 

■ 河川環境の整備と保全（環境） 

■ 河川の適切な利用及び流水の正常な機能維持（利水） 

■ 災害の発生の防止または軽減（治水） 

の4項目が流域住民の意見として加えられました。 

主目的である「天竜川河川

整備計画」に『天竜川みらい計

画』の思想を加えることと、そ

の実現を目的に活動してきた

特定非営利活動法人天竜川ゆ

め会議は、河川整備計画策定

と同時に解散するべきとの意

見も出されました。しかし、私

ども天竜川ゆめ会議の企画す

る様々な企画に参加してくれ

た子供たちや青年たちが「川」

の存在を肌で感じ、大自然そのものである「川」を愛し慈しむ心を醸成してくれ

ているとしたら活動は継続すべきであると結論しました。そして、令和6年に変

更された「天竜川河川整備計画」の見直しにもかかわることができました。 

有識者をお招きして河川景観の保全と地域防災力の向上を目指したシンポジ

ウム等を不定期に開催しています。その他、河川施設整備にあたるハード面の技

術力向上のために、行政担当者、地元建設コンサルタントの設計担当者や地元建

設業者の施工担当者を対象とした「いい川づくり技術研修会」も機会を見つけて

開催しています。 

河川法改正から20年が経過した2017（平成29）年からは「天竜川シンポジウ

ム」を定例行事として実施することにしました。毎年その時々の問題点をテーマ

河川整備計画策定最終意見聴取風景 

12. おわりに 
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に話題提供や講演を行ったうえで、その話題を深める形で議論する形式をとって

います。 

2025（令和7）年度は、河川管理を

行う国土交通省や長野県の担当者だ

けでなく、山林、農地、農業、漁業、

研究者、消防団など幅広い分野から

代表者が集まり多角的な視点で治水

を考える議論を展開しました。ダム

や護岸工事に加え新たな視点を盛り

込みながら流域全体で災害に強い川

づくりや地域づくりを考えました。 

パネルディスカッションでは、国

土交通省天竜川上流河川事務所、長

野県建設部、林野庁南信森林管理署、

駒ヶ根土地改良区、天竜川漁業協同

組合、信州大学、駒ヶ根市消防団の関

係者がそれぞれの立場で議論を展開

しました。市街地から河川に流入す

る雨水の抑制に、屋根などに降った

雨を水路に直接流さずに植栽空間などに一時的に貯留する方法や、地下浸透させ

る「雨庭」などを利用する方法も紹介されました。また、土地改良区からは大雨

の際に一時的に水田に雨水を貯留する「田んぼダム」の実証実験の結果も報告が

ありました。全国では導入に必要な器具の購入費や整備費用の一部を家庭や農家

に補助する制度を設けた自治体もあることが紹介され、天竜川流域の自治体の理

解促進と制度の導入に期待を寄せる見解もありました。 

各地の市民団体やNPOの皆さんも高齢化や運営資金獲得問題など、同様な悩み

を抱えて活動を展開されているとは思いますが、私たちは自分たちの行動規範

『天竜川みらい計画』の実現のためにさらに地域と深いかかわり保ちながら活動

を続けます。 

“ゆめと誇りを持って天竜川を次世代に引き継ぐために” 

  

R7 天竜川シンポジウムの様子 
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活動年表 

 「天竜川ゆめ会議」の活動について、本編で紹介した取り組み以外の活動を掲

載します。継続した取り組みの中で、「手づくり郷土賞」や「天竜川美化・愛護推

進感謝状」「河川功労者表彰」なども受賞しました。 

 

活動年表（1/2） 

年 月 内容 

2000 平成12年 8月 「天竜川の夢・みらいをつくりませんか？」メンバー公募開始 

2000 平成12年 9月 第1回天竜川ゆめ会議開催  

2001 平成13年 
2月 

第5回天竜川ゆめ会費開催 

「環境・治水・利用のテーマ抽出完了」 

2001 平成13年 6月 
第8回天竜川ゆめ会議開催 

「天竜川と支川のみらい像の検討終了」 

2001 平成13年 12月 
第11回天竜川ゆめ会議開催 

「ゾーン別の方針案の検討終了」 

2002 平成14年 3月 第12回天竜川ゆめ会議開催 天竜川ゆめ会議会員解任 

2002 平成14年 7月 
有志が市民団体として「市民団体天竜川ゆめ会議」設立総会 

 於：飯島町文化館 

2003 平成15年 2月 「天竜川ゆめ会議のその後の座談会」開催 於：飯島町文化館 

2003 平成15年 9月 天竜川 ヤナ・プロジェクト始動 於：中川村 

2004 平成16年 3月 今昔写真・随想録「天竜川あの頃この頃」完成 

2005 平成17年 2月 臨時総会開催 於：飯島町文化館 出席者40名 

2005 平成17年 5月 設立総会開催 於：飯田市公民館 出席者32名 

2005 平成17年 11月 
「天竜川の河畔を考える会」開催 於：下平区一心館 参加者32名 

  ～その時代に生きた住民の考える河川景観～ 

2006 平成18年 
2月 

「天竜川の河畔を考える会」開催 於：下平区一心館 参加者40名 

   ～本当の天竜川の環境を取り戻すために何をするべきか？～ 

2006 平成18年 7月 「特定非営利活動法人天竜川ゆめ会議」設立（平成18年7月25日） 

2007 平成19年 12月  駒ヶ根市長より「水防協力団体」として指定 

2008 平成20年 
6月 

「天竜川流域河川整備計画策定提言会」開催 

 於：駒ヶ根市赤穂公民館  ～策定作業最終段階・最後の調整～ 

2013 平成25年 
1月 

「信州“いい川”づくり研修会」開催 参加者109名 

 ～多自然川づくりその技術と推進の仕組み～ 於：飯島町文化館 

2013 平成25年 8月 
「日本の源流シンポジウム」開催 於：飯島町文化館 参加者260名 

～河川環境保全と地域防災力向上の両立～ 

2014 平成26年 1月 国土交通大臣より「手づくり郷土賞」受賞 

  3月 中部地方整備局長より「河川協力団体」として指定   
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活動年表（2/2） 

年 月 内容 

2015 平成27年 

8月 

「中部のいい川づくりワークショップ」開催 参加者85名 

 於：駒ヶ根市文化会館 

～“いい川づくり”と河川協力団体の運用推進に向けて～ 

2017 平成29年 7月 天竜川上流河川事務所長より河川美化・愛護の感謝状を受領 

2018 平成30年 
10月 

「ミズベリング中川」開催 於：中川村ヤナ場 

～飲みながら天竜川のみらいを語ろう！～ 

2019 令和元年 
6月 

「岡谷市南部中学生を支える会」でアレチウリの生態説明 

 於：岡谷市南部中学校 

2019 令和元年 
7月 

海と日本プロジェクト「天竜川調査隊」実施 水生生物・漂着ゴミ

調査 

2019 令和元年 
8月 

海と日本プロジェクト「天竜川調査隊」実施 森の学習・小渋ダム

調査 

2019 令和元年 
9月 

海と日本プロジェクト「天竜川調査隊」実施 アカウミガメ放流・

海の備え学習 

2020 令和2年 7月 中部地方整備局長より河川美化・愛護の感謝状を受領 

2022 令和4年 
11月 

「中部のいい川ワークショップin天竜川」共同開催 参加者200名 

於：宮田村村民会館 

2024 令和6年 
6月 

日本河川協会より「河川功労者表彰」受賞（人材育成、河川環境美

化に貢献） 

2025 令和7年 
7月 

「第44回諏訪湖クリーン祭」にブース出展  

天竜川「お試し試験」開催 於：諏訪自動車会館 

 

特定非営利活動法人天竜川ゆめ会議 役員名簿  

• 代表理事 福澤 浩 

• 理 事  飯澤 將武 

• 理 事  橋爪 和也 

• 理 事  吉川 篤 

• 理 事  倉田 正清 

• 理 事  片桐 孝 

• 理 事  沖村 隆 

• 理 事  氣賀澤 葉子 

• 理 事  矢澤 聖一 

• 監 事  鈴木 豊 

• 監 事  加藤 博     2025（令和7）年12月現在 



 
 

福澤 浩 （ふくざわ ひろし） 特定非営利活動法人 天竜川ゆめ会議 代表理事 

 

1960（昭和35）年長野県駒ヶ根市東伊那生まれ。天竜川を見下ろす河岸段丘の

羽淵で育ち、子どもの頃は祖父に背負われて天竜川の中洲にあった畑によく通う。

小学校時代は、帰宅するとランドセルを玄関に放り投げ、風呂を焚きつけ釣竿を

担いで天竜川へ。中学時代は足で高校時代は単車で、天竜川の堤防を走り回る生

活を送る。アユとザザムシの栄養でこんなに大きくなったと感じている。 

2000（平成12）年より天竜川ゆめ会議に参加。現在、特定非営利活動法人天竜

川ゆめ会議 代表理事。 

 

 

 

語りつぐ天竜川シリーズ第６７巻 

天竜川ゆめ会議20 年のあゆみ 

～ゆめと誇りをもって天竜川を次世代に引き継ぐために～ 
 

令和8年3月発行 第１刷発行 
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      〒399-4114 長野県駒ヶ根市上穂南7番10号 

     TEL 0265-81-6411    FAX 0265-81-6419 

 

著者：福澤 浩 

 

編集：国土交通省 中部地方整備局 天竜川上流河川事務所 

   株式会社 環境アセスメントセンター 

 

印刷：株式会社 宮澤印刷  

 



 
 

「語りつぐ天竜川」の発刊にあたって 

 

南アルプス、中央アルプスの高峰にはさまれて、伊那谷を北から南へ貫流する

天竜川。その流域では、あり余るほどの自然の恩恵に浴して、人々は豊かな暮ら

しを育んでいます。しかし、名にし負う“暴れ天竜”は、ひとたび豪雨が見舞え

ば、日々の穏やかな表情を一変し、猛々しい牙をむき、人々の暮らしを脅かして

きました。天竜川上流河川事務所では、天竜川が“母なる川”として優しい微笑

をたたえ続けて欲しいと願う人々の切なる気持ちに応えるため、半世紀にわたり、

地域の人々の多大なご協力のもと、自然の脅威と闘いながら河川改修事業や砂防

事業に取り組んできました。しかし、まだまだ危険な箇所は多く残されており、

絶えず流域の変貌をみつめ、河川管理施設・砂防施設の整備と維持を図っていか

なければなりません。 

平成9年の河川法改正で「治水」「利水」に加え「河川環境の整備と保全」が追

加され、河川整備計画の策定に地域の意見を反映する仕組みが導入されてから20

数年が経過しました。この間に天竜川では地域の方々のご意見を踏まえ、平成21

年に天竜川水系河川整備計画を策定しました。また、令和6年には、近年の気候

変動の影響による水災害の激甚化・頻発化を踏まえ「流域治水」を反映させた河

川整備計画に変更しました。流域治水とは、集水域から氾濫域にわたる流域に関

わる関係者全員で水災害対策を行うという考え方です。 

「語りつぐ天竜川」シリーズは、天竜川に関する地域の知見や経験を収集し、

広く地域共有の知識とすることにより、地域の皆さんと共によりよい天竜川を築

いていくために昭和61年度より発刊してきました。シリーズも67巻を超え好評

を頂いておりますが、これも偏に天竜川を愛する地域の皆さん、その気持ちに答

えようとお忙しい中ご協力いただいた執筆者の方々のご尽力の賜物と深く感謝

申し上げます。 

天竜川上流河川事務所では、「安全・安心」「環境」「交流」という3つのテーマ

をもとに、川づくり、地域づくりにこれからも努めてまいります。また、流域治

水の考え方のもと、今後一層流域の皆様にそれぞれのお立場で水災害へお取組い

ただくため、本刊がその一助となれば幸いです。皆さまのさらなるご理解とご協

力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

国土交通省中部地方整備局 天竜川上流河川事務所 

事務所長 吉田 桂治 



 
 

「語りつぐ天竜川」目録 

番号.  題名   著 者 

1. 伊那谷の気象 米山 啓一 著 

2. 天竜川上流域の立地と災害 北澤 秋司 著 

3. 天竜川に於ける河川計画の歩み  鈴木 徳行 著 

4. 総合治水の思想  上條 宏之 著 

5. 総合治水と森林と  中野 秀章 著 

6. 伊久間地先に於ける天竜川の変遷  松澤  武  著 

7. 天竜峡で見た天竜川水位の変遷  今村 真直 著 

8. 村境は不思議だ  平沢 清人 著 

9. 諏訪湖の富栄養化と生物群集の変遷  倉沢 秀夫 著 

10. 諏訪湖の御神渡り  米山 啓一 著 

11. 理兵衛堤防  下平 元護 著 

12. 近世 天竜川の治水 ～ 伊那郡松島村 ～   市川 脩三 著 

13. 川筋の変遷 ～ 天竜川と三峰川の場合 ～   唐沢 和雄 著 

14. 伊那谷山岳部の降雨特性  宮崎 敏孝 著 

15. 天竜川の橋  日下部 新一 著 

16. 伊東伝兵衛と伝兵衛五井  北原 優美 編 

17. 天竜川の魚や虫たち  橋爪 寿門 著 

18. 天竜川のホタル  勝野 重美 著 

19. 天竜川流域の村  々  松澤  武  著 

20. 小渋川水系に生きる ～ 人と水と土と木と ～   中村 寿人 著 

21. ものがたり 理兵衛堤防  森岡 忠一 著 

22. 量地指南に見る 江戸時代中期の測量術  吉澤 孝和 著 

23. 土木技術と生物工学 ～ 生きものを扱う技術 ～   亀山 章  著 

24. 戦国時代の天竜川  笹本 正治 著 

25. 天竜川の水運  日下部 新一 著 

26. 惣兵衛川除  市村 咸人 著 

27. 紙芝居開墾堤防 ～ 下伊那郡豊丘村伴野 ～   竹村浪の人 著 

28. 昭和36 年伊那谷大水害の気象  奥田 穣  著 

29. 天竜川の淵伝説 ～『熊谷家伝記』を中心に ～   笹本 正治 著 



 
 

番号.  題名   著 者 

30. 天竜川の源流地帯  赤羽 篤 著 

31. 東天竜                              三浦 孝美   

  仁科 英明 共著 

32. 天竜河原の開発と石川除  塩沢 仁治 著 

33. 伊那谷は生きている  松島 信幸 著 

34. 天竜川の災害伝説  笹本 正治 著 

35. 天竜川の災害年表  笹本 正治 編 

36. 天竜川水運と榑木  村瀬 典章 著 

37. 水辺の環境を守る  桜井 善雄 著 

38. 諏訪湖 ～ 氾濫の社会史 ～   北原 優美 著 

39. 河川工作物と魚類の生活  中村 一雄 著 

40. 天竜川上流域の過疎問題  山口 通之 著  

41. 資料が語る 天竜川大久保番所  松村 義也 著 

42. 天竜川上流 河辺の植物と植生  関岡 裕明 著 

43. 水利開発にみる中世諏訪の信仰と治水  藤森 明  著 

44. 横川山巡覧記 ～『辰野町資料第87 号』より ～  辰野町教育委員会 

 赤羽 篤 校訂 

45. 天龍川の鳥たち  福与 佐智子 著 

46. 遠山川流域の民俗とふるさとイメージの創造  浮葉 正親 著 

47. 田切ものがたり  赤羽 篤  著 

48. カエルと暮して  山内 祥子 著 

49. 伊那の冬の風物詩 ざざ虫  牧田 豊  著 

50. みんなの三峰川を次世代に  三峰川みらい会議 

51. 三峰川ものがたり  三峰川みらい会議 

 北原 優美 著 

52. 天竜川水系の水質 ～ ｢泳げる諏訪湖・水遊びのできる天竜川｣を目指して～ 

   沖野 外輝夫 著 

53. 天竜川の帰化植物たち  木下 進  著 

54. 中央構造線読み方案内 ～ 諏訪から大鹿村地蔵峠まで ～   河本 和朗 著 

55. ふるさとの山 駒ケ岳ものがたり  赤羽 篤  著 

56. 近世信州伊那郡大河原村の自然環境と人間  松原 輝男 著 



 
 

番号.  題名   著 者 

57. 地名を通して見る 天竜川と人々の暮らし  松崎 岩夫 著 

58. 伊那谷の土砂動態  九津見 生哲 著 

59. 天竜川と生きて  下平 長治 著 

60. 明日に伝える三六災害 ～ 川路・龍江の水害体験談と子ども達の取り組み ～  

  川路・龍江の方々 

61. 天竜川の川の碑  竹入 弘元 著 

62. 「東日本大震災」の対応について ～ 初動対応～ 復旧・復興に向けて ～ 

   熊谷 順子 著 

63. 三峰川で生まれ育った鉄線蛇篭 北原 富美子 著 

64. 天竜川・三峰川河畔でのミヤマシジミ保全  岡村  裕  著 

65. 三六災害の記録「濁流の子」の編纂を振り返って  碓田 栄一 著 

66．天竜川総合学習館かわらんべ地域と歩んだ20年 天竜川総合学習館かわらんべ編 

67. 天竜川ゆめ会議20年のあゆみ 

～ ゆめと誇りをもって天竜川を次世代に引き継ぐために ～ 

特定非営利活動法人 天竜川ゆめ会議 

 

 

 

※ご執筆いただいた方々には、自由な立場からお考えを披瀝していただいております

ので、国土交通省の見解とは異なる場合がありますことを付言させていただきます。 

 


